
病院端末「脳血管内治療」の状況について （令和 3年 2月１５日～３月 16日までの平日午前 9時半時点） 

脳卒中急性期医療機関間の情報共有を充実し、転院搬送による脳血管内治療が円滑に行えるよう、東京消防庁「病院端末装置」を活用 

 

医療圏 登録施設数 診療可能率※ 

区中央部 １０ ７８．１％ 

区南部 ８ ５６．５％ 

区西南部 ９ ４４．４％ 

区西部 １０ ７９．５％ 

区西北部 １０ ６０．０％ 

区東北部 ７ ５７．８％ 

区東部 ５ ９０．５％ 

西多摩 ２ ４５．２％ 

南多摩 ７ ６６．７％ 

北多摩西部 ２ ５０．０％ 

北多摩南部 ２ ５２．４％ 

北多摩北部 ２ ４２．９％ 

全体 ７４ ６４．０％ 

       ※病院端末「脳血管内治療」の診療が〇になっている場合を診療可能として算出 
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